
未来へつなごう　薩摩義士の崇高なる精神
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宝
暦
年
間
に
江
戸
幕
府
の
命
を
受
け
た
薩
摩
藩
は
、
多

大
な
犠
牲
を
出
し
な
が
ら
宝
暦
治
水
と
呼
ば
れ
る
木
曽
三

川
治
水
工
事
を
完
遂
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
、
薩
摩

義
士
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
奔
走
し
た
多
く
の

地
元
篤
志
家
ら
の
長
年
に
わ
た
る
運
動
が
実
り
、
平
田
靱

負
翁
を
ご
祭
神
に
、
観
音
堂
を
含
め
て
す
べ
て
の
薩
摩
義

士
が
祀
ら
れ
る
治
水
神
社
が
十
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
創

建
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
ま
で
八
十
有
余
年
の
長
い
間
、
松

籟
を
聞
き
、
風
雪
に
耐
え
な
が
ら
薩
摩
義
士
の
偉
業
を
顕

彰
す
る
中
心
施
設
、
そ
し
て
岐
阜
と
鹿
児
島
の
友
好
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
に
大
切
に
護
ら
れ
な
が
ら

推
移
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
歳
月
の
経
過
と
と
も
に
社
殿
等
の
修

繕
箇
所
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
特
に
社
殿
を
囲
む
玉
垣

は
基
礎
部
分
が
崩
れ
始
め
、
木
柱
は
曲
が
り
、
腐
る
な
ど

目
に
余
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

玉
垣
が
倒
壊
し
、
参
詣
者
に
危
害
を
与
え
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
、
早
急
に
改
築
等
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
三
十
年
は
治
水
神
社
創
建
八
十
周
年
の
節
目
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
多
く

の
皆
様
か
ら
修
繕
資
金
を
募
り
、
早
急
に
玉
垣
を
改
築
す

る
と
と
も
に
、
薩
摩
義
士
の
崇
高
な
る
精
神
の
継
承
と
薩

摩
義
士
顕
彰
活
動
が
一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
「
治

水
神
社
玉
垣
改
築
実
行
委
員
会
」
を
設
立
い
た
し
ま
す
。
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玉
垣
改
築
事
業
ご
奉
賛
の
お
願
い
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募
金
目
標
額
を
二
五
〇
〇
万
円
と
し
、
次
の
と
お
り
奉
賛
金
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

〈
申
込
方
法
〉

　

下
記
の
払
込
取
扱
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
郵
便
局
よ

り
納
入
く
だ
さ
い
。（
振
込
手
数
料
は

別
途
必
要
で
す
。）

　

ま
た
、
治
水
神
社
へ
奉
賛
金
及
び

払
込
取
扱
票
を
直
接
お
持
ち
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

（
受
付
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
）

　　

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
治
水

神
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
よ
り
特
段
の
ご
崇
敬
並
び
に
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

治
水
神
社
は
今
年
で
八
十
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
奉
賛
を
賜
り
な

が
ら
、
社
殿
等
の
補
修
・
整
備
を
繰
り
返
し
、
大
切
に
お
護
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
雨
風
が
吹
き
付
け
た
玉
垣
は
、
木
柱
が
至
る
所
で

腐
食
し
基
礎
部
分
が
崩
れ
、
整
備
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
玉
垣
の
改
築

に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
「
治
水
神
社
玉
垣
改
築
実
行
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
、
左
記
の
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

宝
暦
治
水
か
ら
二
百
六
十
年
が
過
ぎ
、
薩
摩
義
士
の
恩
恵
を
享
受
す
る
私
ど
も
の
責

務
と
し
て
、
宝
暦
治
水
の
偉
業
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
玉

垣
を
改
築
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
お
参
り
い
た
だ
き
、
薩
摩
義
士
の
崇
高
な
精
神
の
継

承
と
薩
摩
義
士
顕
彰
活
動
を
よ
り
一
層
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
本
事
業
へ
ご
奉
賛
を
賜
り
ま

す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

治
水
神
社
玉
垣
改
築
実
行
委
員
長　
　

宮　

脇　

信　

幸

治　
水　
神　
社　
宮　
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水　
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稔

日
頃
よ
り
特
段
の
ご
崇
敬
並
び
に
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

治
水
神
社
は
今
年
で
八
十
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
奉
賛
を
賜
り
な

宝
暦
治
水
か
ら
二
百
六
十
年
が
過
ぎ
、
薩
摩
義
士
の
恩
恵

務
と
し
て
、
宝
暦
治
水
の
偉
業
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
が
な

治
水
神
社
創
建
八
十
周
年
記
念
玉
垣
改
築
事
業
に
ご
奉
賛
を
お
願
い
し
ま
す

　

治
水
神
社
の
玉
垣
は
、
改
築
や
補
強
な
ど
を
何
度
も
行
い
、
現
在
の
状
態
を
保

持
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
般
の
玉
垣
改
築
工
事
で
は
、
腐
食
し
て
い
る
木
柱
及

び
基
礎
部
分
を
す
べ
て
撤
去
し
、
長
年
の
雨
風
に
耐
え
る
頑
丈
な
石
造
り
の
玉
垣

へ
と
改
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
一
年
四
月
の
完
成
を
目
指
し
、
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
募
金
状
況
に
よ
り
工
事
の
着
工
・
完
成
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。）

　　
【
工
事
概
要
】　

全
長
・
・
・
石
造
り
一
〇
八
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　

高
さ
・
・
・
一
・
四
メ
ー
ト
ル
〜
一
・
六
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　

柱
数
・
・
・
約
四
〇
〇
本（
大
柱
約
五
〇
本
、
小
柱
約
三
五
〇
本
）

玉
垣
改
築
事
業

玉
垣
改
築
事
業
ご
奉
賛
金
申
込
要
領

五
万
円
以
上
、
十
万
円
以
上
の
ご
奉
賛
を
い
た
だ
い
た
方
は
、

石
柱
に
ご
芳
名
を
刻
銘
し
、
玉
垣
に
い
た
し
ま
す
。

ご
奉
賛
金

一
口　

五
、〇
〇
〇
円
〜
（
何
口
で
も
可
）

持びへ（
募了

老朽化した玉垣

※
芳
名
板
を
境
内
に
新
設
し
て
、
奉

賛
者
全
員
の
ご
芳
名
を
奉
賛
金
額

別
に
掲
示
し
ま
す
。
ま
た
、
芳
名

帳
を
神
前
奉
納
し
皆
様
の
ご
篤
志

を
後
世
へ
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

※
玉
垣
の
石
柱
に
は
、「
住
所
地
・

ご
芳
名
（
企
業
名
等
）」
を
刻
銘

し
ま
す
。
刻
銘
で
き
る
石
柱
は
、

約
四
〇
〇
本
と
数
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
石
柱
の
位
置
は
、

指
定
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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名古屋

石造りの玉垣（完成予想図）

事
業
総
経
費
…
…
…
…
…
…
…
二
六
〇
〇
万
円

募
金
目
標
額
…
…
…
…
…
…
…
二
五
〇
〇
万
円

募　
集　
期　
間
…
…
平
成
三
十
年
十
二
月
末
ま
で

（記入例）楷書体ではっきりとご記入ください。

治水神社玉垣改築実行委員会

名古屋

治水神社玉垣改築実行委員会下記の項目について必ずご記入ください。
　　芳名板への掲示（　希望する　 ・ 　希望しない　）
　　【５万円以上の奉賛者のみ】　
　　玉垣への刻銘　（　希望する　 ・ 　希望しない　）

ご依頼人欄の氏名以外の名称等で表示を希望される方は、ご記入ください。（14文字以内）


